
北消防団北星分団との意見交換会で寄せられた意見（令和５年９月協議）  

（テーマ） 

・消防団員のなり手不足について 

No 北消防団北星分団からの主な意見 常任委員会での協議内容 

1 

分団員不足について 

・「分団とは何か」という分団そのものに対する理解

が町内の住民に浸透していない。定員２５名に対

し現在１９名だが、全員が参加できる状態でもな

いので、分団員数を増やすことが喫緊の課題であ

る。会社の理解も必要だ。 

・町内会長は１年で交代しまうところが多く、そん

な中で分団員の確保まで考えていないのではない

か。 

・町内に自衛消防組織があるところもあり、消火栓

などを利用して町内や地区で消防の訓練を行うこ

とにより、消防に関する理解が深まるのではない

か。 

 分団員不足について、国は消防団員の

処遇等に関する検討会を開催し、各市町

に消防団員の報酬等の基準を策定して適

切に対応するよう求めました。このこと

を受け、本市では条例を改正し、出動報酬

の見直し等を行い、本年２月に開催され

た白山市町会連合会理事会においても、

消防団員の確保に関する御協力を理事の

皆様にお願いしてきました。 

 消防団員の確保に向け、今後取り組ま

なければいけない事項は多岐にわたりま

すが、その中の一つとして、消防団員の存

在意義、団員一人一人の活躍について、家

庭や職場を含め、社会的な理解を含めて

いくことが非常に重要です。 

 消防団の皆様は、災害時に限らず、平時

から様々な地域活動等に参加していただ

いており、これらの活動の継続が、地域住

民に消防団の存在意義や役割を知ってい

ただくきっかけとなればと思っていま

す。市としても、今後も消防団の皆様と協

議を重ね、消防団員の確保に向けてとも

に取り組みたいと考えています。 

2 

消防団員の資格について 

・条例や規約をチェックした上で、市内在住や勤務

先などの要件を拡大してもいいのではないか。 

・資格条件（在住地域や勤務先）について、もう少

し柔軟に運用ができればいいのではないか。 

消防団員の入団資格は、一般的に 18歳

以上の健康な人で、その地域に居住また

は勤務している方ならどなたでも入団で

きるとされており、県内市町でも同様に

運用されています。しかしながら、分団員

不足といった問題がございますので、資

格条件の緩和、柔軟な対応について、他自

治体などの先進事例がないか調査研究し

たいと考えております。 



3 

全国消防団員応援の店 

・白山市は少ない気がする。分団員としての利点も

示すべきだ。 

・応援の店が少ないほか、特典が使えるのか使えな

いのかがよく分からない。 

 全国消防団員応援の店は、現時点で日

本消防協会ホームページに全国で 5,131

店舗等が登録されており、地元の市町だ

けではなく、登録されている店舗では、全

国どこの消防団員にもサービスが提供さ

れます。県内では 16の市町で 355店舗等

が登録されており、本市も 15の飲食店等

が属しています。 

 特典内容は日本消防協会ホームページ

から確認でき、市ホームページにもリン

クを張りつけています。併せて市ホーム

ページにおいても登録店舗を募集してい

ます。本制度は、新入団員教養訓練講座に

おいて、説明、周知していますが、今後は

消防団連合会総会や各消防団の役員会等

でも、改めて周知したいと考えています。 

 今後、商工会議所や商工会に対し、本制

度について説明させていただき、賛同い

ただける店舗等が少しでも増加するよ

う、協力をお願いしたいと考えています。 

4 

学校のプールの水利について 

・いざまさかのときは、水利として使えるのか 

・フェンスがあり、届かない。緊急時はフェンスが

外せるような対応策も必要なのではないか。 

市内小・中学校の屋外プールは、広域消

防本部において消防水利として位置づけ

られており、緊急時の消火活動において、

必要に応じ、消防水利として活用すると

しています。幾つかの学校プールでは採

水口が設けられており、消防用ホースを

直接つなぎ、放水することが可能ですが、

その他の学校プールでは、周囲にフェン

スなどが設置されており、プールの水を

消火活動に利用する際、どのような対応

が可能なのか、教育委員会部局と協議、検

討したいと考えています。 

なお学校プールの周囲に設置されてい

るフェンスは、不審者対策として侵入を

阻止するため、視界を遮るための目隠し

として設置されているものでもあり、フ

ェンスの改修は、慎重に対応したいと考

えています。 
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 出動命令はメールで来るが、二次的情報は分団長

からラインを使って示しており、出動命令もライン

を利用できないか。 

広域消防本部にあります消防指令シス

テムには、現状ＬＩＮＥによる情報発信

機能が備わっておりません。このことに

つきましては、広域消防本部の消防指令

システムの改修にも関わることです。対

応の可能性の有無や費用面、その有用性

なども含め、さらなるスムーズな情報の

伝達方法について、今後、広域消防本部と

ともに調査研究してまいりたいと考えて

います。 

 


